
令和7 年 11 月 28 日
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◆ :

◆ :

◆

◆

会社としてのマナーも守って下さり、作業も丁寧に行って頂いています。
今後も助けて頂ければありがたいですね。

今後の連携強化に向けた課題

日々の打ち合わせを行い、職員が共有し、効率よく作業出来る事。
作業ができる方、苦手な方の組み合わせ、人員配置。

機種によって作業が違うので、
覚えることが多くなる。

活動の様子の写真・成果物の写真

活動内容の追加コメント

遊戯機器の解体作業及び混樹脂、ハーネス、
パネルビス等の分別作業

連携した結果に対する意見または評価

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 ほまれの家清須店

住 所 愛知県清須市清洲1806 NTT新川清洲ビル1F

2310600230

藤田 智子

令和7年度電話番号 052-325-4572

活動場所

実施日程

利用者数

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 株式会社ユーコーリプロ 担当者名 後藤様

実施した結果 責任感や協力して作業する意識向上

得られた成果

課題点◆ :

一般就労への意識が
高まった。

:

ほまれの家清須店

令和7年4月～令和8年3月

人材不足が課題のユーコーリプロと
連携し、遊戯機器の解体作業及び
混樹脂、ハーネス、パネルビス等の
分別作業

10～15名

◆

◆

◆

◆

地域連携活動の
ねらい

地域にとっての
メリット

対象者にとっての
メリット

実施した生産活動
施設外就労の概要

:

:

:

実際の現場で働くということで
一般就労の実態を感じて頂く。

人材不足が課題となっている企業と
連携して地域に貢献。

一般就労と同じ仕事をすることに
よって、ご自身が一般就労出来ると
自信をつけて頂く。

様式１


